
々 々

安

田

の

ぶ

子

々 々

宮

坂

静

生

々 々

松

尾

　
隆

信

々 々

星

野

　
椿

　
　
選
　
　
者

ス
カ
ジ
ャ

ン
の
似
合
う
少
年
実
朝
忌

春
潮
の
光
の
踊
る
実
朝
忌

鎌
倉
の
抜
け
道
初
音
こ
ぼ
れ
け
り

戦
ひ
に
得
る
も
の
は
な
し
実
朝
忌

右
府
の
忌
の
茜
雲
よ
り
光
の
矢

実
朝
の
海
は
鴇
色
初
電
車

こ
の
海
の
こ
の
怒
濤
こ
そ
実
朝
忌

蒼
穹
の
鼓
動
と
な
り
し
揚
雲
雀

鎌
倉
彫
の
椿
は
未
完
実
朝
忌

実
朝
忌
ふ
り
返
る
た
び
海
碧
く

虚
子
の
墓
所
二
基
は
童
女
や
つ
く
し
ん
ぼ

ゆ
る
ゆ
る
と
春
立
ち
に
け
り
由
比
ケ
浜

　
　
　
　
作
　
　
　
　
　
品

山
梨
県

鎌
倉
市

東
京
都

岡
山
県

東
京
都

平
塚
市

逗
子
市

東
京
都

東
京
都

鎌
倉
市

鎌
倉
市

埼
玉
県

　
住
　
所

野
中
　
定
代

添
田
　
洋
子

大
久
保
　
昇

池
田
　
純
子

松
木
　
昌
子

中
丸
し
げ
こ

一
柳
　
は
る
み

曽
根
新
五
郎

門
　
未
知
子

長
谷
川
槙
子

戸
井
田
朋
子

増
田
　
信
雄

　
氏
　
　
名

令
和
五
年
三
月
吉
日

第
七
十
五
回
実
朝
忌
俳
句
大
会
特
選
句
　
事
前
投
句
の
部

　
第
七
十
五
回
実
朝
忌
俳
句
大
会
の
事
前
投
句
の
部
は
五
百
句
を
超
え
る
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
こ
三
年
間
で
一
番
多
い
投
句
数
と
な
り
、

皆
様
の
ご
参
加
に
感
謝
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
般
社
団
法
人
鎌
倉
同
人
会
　
理
事
長
　
富
岡
幸
一
郎

　
　
　
　
令
和
五
年
三
月
吉
日

後
と
も
実
朝
忌
俳
句
大
会
を
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
尚
、

次
回
の
第
七
十
六
回
実
朝
忌
俳
句
大
会
は
令
和
六
年
三
月
三
日
（

日
）

を
予
定

る
入
賞
句
及
び
特
選
句
が
決
定
し
ま
し
た
の
で
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
こ
こ
に
、

寄
せ
ら
れ
た
五
百
四
十
八
句
に
対
し
四
名
の
選
者
の
先
生
方
の
選
句
に
よ

第
七
十
五
実
朝
忌
俳
句
大
会
ご
参
加
の
皆
様
へ

　
引
き
続
い
て
の
皆
様
の
ご
健
吟
、

ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

今

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俳
句
担
当
理
事
　
加
藤
　
文
男

い
は
ゆ
る
ぐ
こ
と
な
く
更
に
一
層
強
く
な
っ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

た
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
三
年
間
で
し
た
が
、

皆
様
の
俳
句
に
対
す
る
思

し
て
お
り
ま
す
。


